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 本書の使用方法 
 
本書は、最初に、そもそも提案書とは何なのかの説明に始まります。 

次に２つの課題（住宅取得プラン・リタイアメントプラン）ごとのモデルプランがあ

り、重要な用語・計算方法等については引続く紙面でそれを説明することにより、容易

に理解できるように心がけました。 

さらに、作成時に注意する点などにつきましては、「ヒント」として本文中に挿入する

ことで、提案書に最低限盛込まなければならない項目を皆様が落とすことのないように

配慮しております。 

 

■ 課題の進め方 
 

 課題として与えられた 住宅取得プラン、 リタイアメントプラン のどちらか１つ

を選択し、モデルプランを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
このような「解説」や「ヒント」の内容を十分に理解され、実際のファイナンシャル・

プランナーになったつもりで、オリジナリティ溢れる提案書を作成していきましょう。 

 

なお、次に「本書使用時の注意」があります。必ず一読いただき、 

モデルプランの複写は不合格の対象 

であることをご了解ください。 

４．今後の収入・支出の状況と問題点 

この章では次の４つの段階を経て、今後の収支上の問題点を明確 
にします。 

 ① 現状の収支を整理する。 
 ② 今後の収入を予想する。 
 ③ 今後の必要資金を見積もる。 
 ④ 今後の予想収支（キャッシュフロー表）を作成し、分析する。 

 

4－1 現在の収入と支出 

 

○ 収入 

         祐二様の給与収入：年間約600万円（2022年分見込み） 

          注）所得税・住民税（約41万円）および社会保険料（約 

90万円）を差し引いた実質的な手取り収入は、 

約470万円と予想され、その他収入として児童手当 

24万円を加えた金額が可処分所得となります。 

          

○ 支出 

       基本生活費      ： 180万円／年（15万円／月） 

       住居費（共益費込み） ： 100万円／年（ 8.3万円／月）   

       教育費        ：  60万円／年 

       生命保険料      ：  60万円／年（ 5万円／月） 

       その他支出      ：  24万円／年 

文章中の各所の        囲みの「ヒント」は、提案書合格のための必須記載

項目や注意事項など作成上重要な事項が記載されています。必ず目を通し、ご自身で作

成される提案書に盛り込むようにしましょう。 

ページの端に重要用語について

の解説および解説の掲載ページが

表示されています。言葉の意味や計

算方法がわからない、あるいは再確

認等の場合には、この解説および解

説の掲載ページを参考にしてくだ

さい。 

重要用語は二重下線が引かれています。 

現状の資産の分析・税額等の試算をしましょう 

可処分所得： 
32頁参照 
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